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魚礁と魚類の関係 I 

九十九里人工礁の魚類とその位置※

庄司泰雄

はじめに

新たに人工魚礁が設置されたならば，そこは魚類の

良い隠れ場や休息場，あるいは産卵場，長期間に及ぶ

生活場となり，多種多量の魚類が集まるであろう。こ

の推定から，その設置後は魚獲調査や分布調査，環境

調査等を試みて，魚類の種類や量，魚礁との位置，生

態を明らかにし，魚類と魚礁の関係を知る必要がある。

したがって，魚礁に分布している魚類を漁獲し，その

位置を正確に把握できれば，魚礁が魚類に与えている

影響範囲を明らかにすることが出来る。また，目視で

直接魚類の分布状況や行動を確認出来れば，魚礁に分

布する魚類相をより確実に知ることも可能となる。さ

らには，魚礁効果の判定に結び付けることが出来る資

手ヰを得ることも出来ょう。

そこで，本研究は千楽県で最初に人工礁として計画

された九十九里人工礁を対象に，その造成中から完成

後4年間まで，漁獲調査を中心とした調査を続けたと

ごろ，分布位置等に若干の知見が得られたので，ここ

に報告する。

本文に先立ち，長年にわたり資料の収集に努力され

た当場水産技術研究室の方々にお礼申し上げる。

材料と方法

昭和52年8月から59年3月までの聞に，九十九里人

工礁に分布している魚礁を底刺網を使って漁獲する漁

獲調査と，スキューパ潜水による潜水調査，そして魚

群探知機による魚群分布調査を実施した。

漁獲調査に使用した漁具は，底刺網(ナイロンフィ

ラメント 4号，目合13.5cm，20掛，仕立てよがり長さ

54m/反)で，1回の調査には 5~30反を使用し，延べ

50回， 1302反実施した。い F、れも投網は午後，揚網は

午前とし，投綱方法はほぼ直線的にし，その多くは絢

カ句告を繍切る形で行い，礁端から1000mまでを範囲と

した(図 1)0 

詩書水調査は，昔前スガ・ 7リンメカニックに委託し，

写真撮影や魚類の行動状況，分布位置等を確認する目

視観察を実施した。潜水作業は午前と午後の 2固に分

けて行った。調査に当っては，魚礁に漁業者の漁網が

ないことを確認のうえ，設定した調査点に調査船を微

迷状態で誘導し，魚探記録と照合のうえ，目標プイを

投入，潜水位置を決めた。 1 闘の潜水時間は約20~25

分，潜水行動範囲は調査点から半径30m程度である。

魚群分布調査には，漁獲試験調査時に調査船の魚群

探知機(海上電機製D4.5型)を使用した。魚群探知機

の記録紙には1分毎に時間を記録した。調査は礁域か

ら外側へ500m までと L ，東西方向にi~ti線開隠約200m'で、

航走した。なお，調査は日中に限った。

これら調査には，千葉県水産試験場調査船第二ふさ

み丸 (29.93トン，デイーゼル230馬力 5人乗組み)

を充当し，それぞれの調査位置確認には，精密電波詞1)

f立機(オ ディスター・島田理化製)を使用した。各

調査資料とも，その位置が不明確なものは除外した。

なお，この調査で対象とした九十九里人工礁は，本

県北京の通称九十九里浜のほぼ中央i中(山武郡九十九

里町片貝漁港の東方約8.5マイル付近)の水深26~27m

の砂泥質地帯に造成されている。その設置状況は，中

央に一群の礁を，そしてこれを三方から三角形状に囲

むように礁群を置き，魚群の進入や潮通しを考えて，

礁群間には約400mの間隔を設けている。なお，中央の

礁域と三方の礁群との最短距離は300~350m である

(図n
この九十九里人工礁の構築には，昭和51年度より54

年度までの4ヶ年を要L，1.5rnの角型コンクリートプ

※本研究の大要は，昭和56~58年度の指定調査研究事業の 'ì毎中構築物周辺の魚類の資源生態に関する研

究Jで報告した。
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図 1 刺網投網位置
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図2 九十九里人工礁配置状況



15 

ロックを総数8，953個使用したものであり，造成総空容 月にメイタガレイ (0.27尾)とネズミゴチ (0.17尾)， 

積は30，216rriのものである。また，ブロックの積み上 10月にチダイ (0.83尾)とイシダイ，ニベ(各0.17尾)，

げ状況は各礁とも最高3段である。 11月にマコガレイ (0.58尾)とイシガレイ (0.17尾)， 

結 果

1 .漁獲調査

a)漁獲魚種

漁獲されたものは，魚類52種，マダコ，カニ類2種，

エピ類2f重のほか，貝類やその他エピ類を含めた59種

であった(表1)0 

これらのうち，魚類ではメイタガレイが極めて多く，

次いでヒラメや，イシガレイ，マコガレイなどの底生

性魚類に加えて，チダイやマイワシ等が主なものであ

り，なかでもメイタガレイは良くi創建されている。

そのほかの魚類では，ネズミゴチ，クロソイ，スズ

キ，イシダイ，ニベ(シログチ)，マサパなどカ守魚j聾さ

れた。カ二類では，ガザミとヒヲツメガニで，ガザミ

は10月に極めて多くなっている。エピ類l土イセエビと

シャコであったが，数はいずれも少ない。貝類ではパ

イが主であった。また 1図の調査で最も漁獲{固体の

多かったのは，昭和59年3月のマイワシ(145尾)であ

り，漁獲調査を始めてまもない昭和53年4月には，ま

だ魚礁設置が進行中であったにもかかわらず，イシダ

イが多くi魚j聾されたほか，ヒラメやクロソイもみられ
日

九 0

ごのほか，調査開始当初漁獲された魚種で，調査が

3~むにしたがってその!団体数が減少，あるいはまった

く見られなくなった種類にムシガレイ， ヒゲダイ，コ

ショウダイ"トダイ， ，，)レソウダ，マゴチ，メゴチ

等があった。この反面，増加した魚種は特にみられな

かった。

調査日毎の1反当り撰網個体数は全般に少なく，マ

イワシの3.67尾が最高であったほか，イシダイが2.00

尾，メイタガレイが1.92尾，チダイが1.80尾，ヒラメ

が0.84尾，マコガレイが0.58尾，イシガレイが0.47尾

であった(表2)。

月別では， 1月にヒラメ (0.84尾)とマコガレイ，

およびメイタガレイ(各0.60尾)， 2月にメイタガレイ

(0目81尾)とヒラメ (0.38尾)，マコガレイ (0.37尾)， 

3月にマイワシ (3.67尾)，チダイ(1.80尾)， 4月にイ

シダイ (2.00尾)とチダイ (0.97尾)，ヒラメ (0.70尾)， 

5月にヒラメ (0.50尾)とメイタガレイ (0.47尾)，ネ

式ミゴチ (0.33尾)， 6月にマイワシ (0.87尾)とイシ

ガレイ (0.47尾)，ネズミゴチ (0.33尾)， 7月にマイワ

シ(1.65尾)とヒラメ (0.67尾)，マゴチ (0目47尾)， 9 

スズキ (0.08尾)， 12月にメイタガレイ(1.92尾)とヒ

ラメ (0.47尾)，スズキ (0.44尾)であった。

各調査日毎の漁獲魚種を月別の 1反当り個体数に整

理し表3に示した。 1-2月と， 7-9月，そして12

月にはメイタガレイ 3月と 6月にはマイワシ 4月

と10月にはチダイ， 5月にはヒラメ， 11月にはマゴガ

レイがそれぞれ最も多く，なかでもメイタガレイがそ

の大半を占めている。また，種類数が最も多かったの

は12月の31種であったが，最も少なかったのは11月の

3種類であった。しかし 1反当りの擢網{固体数で最

も多かったのは6月の2.29尾であり，最も少なかった

のは8月の0.60尾であった。

これら主要魚種の体長範閥，体長モ ドは，メイタ

ガレイが16-3Ocm(220m)，ヒラメが29-76cm(39cm)， 

チダイが16-39cm(34cm)，マイワシが14-23cm(18cm) ， 

イシガレイが23-47cm(32cm)，ネズミゴチが13-24cm

(19cm) ，マコガレイが19-4Ocm(33， 35cm) ，クロソイ

が30-49cm(40， 44cm) ，スズキが51-7Ocm(55， 61cm) ， 

イシダイが17-37cm(3Ocm) ，ニベが17-31cm(25-26 

cm)であった(図 3)。なお，漁獲された魚類のうち，

最小の個体はカタクチイワシとネズミコ寺子の13cmで、あ

った。

b)漁獲重量

漁獲種類の重量を月別に整理し，表4に示した。

魚体の切断等で体重が品tl定出来なかったカタクチイ

ワシなど一部を除くと，総重量は約875kgに及んだ。

最も多かったのはヒラメの234kgであり，次いでチダ

イの16似しスズキの96kg，メイタガレイの8C同，イシ

ガレイの75切などであった。これら魚獲種類の1反当

り重量を表5に示した。 1-2月と 4-7月にはヒラ

メが最も多く，九十九史人工礁の主体はヒラメで占め

られていた。これ以外には3月と10月はチダイ， 8-

9月はメイタガレイ， 12月はスズキであった。また，

漁獲重量が最も多かったのは4月 (1，4119)であり，

最も少なかったのは 9月 (1399)であった。

なお， 11月は重量測定をしなかった。

c)漁獲位置

各調査時の擢網位置を図4ー 1-24に，また，調査

を通じた主要魚種の擦網位置を図5に示した。なお，

中央に位置する礁を中央礁，これ以外を側礁，そして

両礁を合わせて礁域と呼び，中央礁と各fs，IJ礁の関を内

側域， fs.tl礁の外側を外側域とした。
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5貴1がj網漁獲調査における擢網種類別個体数

52 53 54 55 56 57 

揚網年月日 6 4 8 11 8 2 1 5 1 7 1 12 1 12 11224425  • 1 7 7 7 7 12 12 2 
部 27 8 22 23 14 却~ 1 it 1 9 110 2alalzi;Izi;122Iza 1 1 17 17 17 17 23 

使用網反数 5 5 10 12 7 16 11 'a 25 25 25 25 30 29 30 ω ω ω ω 30 20 30 30 30 
1ヒ フ メ 3 6 4 3 8 4 2 21 10 6 21 6 12 .20 5 4 8 14 7 9 
2メイ夕方rレイ 2 3 13 5 9 44 48 14 15 15 8 5 6 8 10 11 3 2 20 15 6 
3イシヵーレイ 2 2 3 7 5 2 4 3 1 3 13 8 6 
4 1"<'コガレイ 7 2 2 3 15 5 11 5 1 3 I 5 2 
5ムシガレイ 2 2 1 1 
6 ガYゾウピフメ 1 1 2 2 2 1 
7 ーミF ，，' イ 1 z l 
8チ ダ イ 1 12 6 3 l 6 29 4 2 1 2 7 
9イシ ダイ 10 E 1 3 2 2 
10 ヒ ゲダイ 1 1 
11 夕方ノハダイ 1 
12 コショウグイ 5 
13 ク ロ ダイ
14 ヤマ ト ダイ I 1 3 2 1 
15 カ ンパチ
16 マノレソウタ' 6 7 
17 ク τ， ソ イ 3 4 1 1 1 1 1 1 3 1 
18 ゴマ ソ イ 1 2 1 4 
19 ス ズ キ 1 1 11 11 4 1 
20 ネズミゴチ 4 3 10 2 4 10 1 
21 ーマ ゴ チ 12 1 8 14 
22 メ ゴ チ 3 4 4 3 
23 カ ヲ ハギ 1 2 1 1 
24 ウマズラハギ 1 
25 ウスバハギ 1 
26 イ シナギ 1 
27 マイ ワ 、ン I 3 1 33 6 
28 カタクチイワシ 2 
29 クロウ、ンノシタ I 1 1 
30 アカウγノシタ
31 メ /、e 2レ
32 キツネメバル
33 オュオコゼ 1 1 
34 アカメアグ 1 
35 スケソウダラ 5 5 
36 エゾイソアイナメ
37 アイ ナ メ 1 2 1 2 2 4 
38 ト ラ ギス I 
39 ツバメウオ
40 ヒフガシフ 1 
41 .-.: 9 E 3 5 
42 ?ヨp サ ノ、ー 2 2 1 5 2 1 1 4 1 
43 ゴマサパ 1 1 
44 キ ス 1 
45 ーマ エ ソ

46 ギ y ポ 2 1 
47 カ ザマ ス
48 ホ ウ ボ ウ
49 オミ v ザ メ 1 l 
50 ーマ 7 ナ ゴ 1 

事ギェ y イア ナ類ゴ 2 6 3 2 1 1 
53 'ヨ， ダ コ 1 1 2 1 
54 ガ ザ 、、 2 3 4 2 2 
55 ヒフツメカずニ 6 1 
56 イ セエ ピ
57 、ン -t コ I 
58 貝 類 62 2 
59 他エ ピ類 1 1 
日電 類 4 6 3 3 4 7 6 15 14 16 9 9 8 10 17 15 15 18 16 12 11 11 8 12 
!数 量 8 19 6 10 17 'a 16 124 ω 94 51 57 43 30 57 64 52 ω 57 22 55 68 39 44 
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58 59 
2 8 3 5 5 6 9 9 10 10 18 2 12 12 12 1 1 8 8 8 3 日 5 7 7 2 8 五十
23 25 25 2a 3o i1 ?:I 3 26 26 

. 
lIl 19 8 19 初 29 23 23 4 4 田 却 14 14 23 

30 30 30 30 30 30 30 30 30 ω 鈎 30 30 10 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 ω 30 1，302 
4 2 2 10 15 2 1 2 3 2 1 3 2 3 1 2 4 11 2 5 251 
5 2 1 2 5 6 8 4 2 10 15 34 6 2 5 6 4 6 7 7 4 4 4 10 4 4幻
5 3 1 1 1 14 1 2 5 5 3 1 5 13 8 7 2 5 9 4 2 156 
4 3 1 1 1 2 2 1 I 60 

8 
l l 1 2 2 6 3 1 羽

4 9 
2 54 15 1 25 3 5 1 3 1 2 10 4 2 1 204 

2 5 2 2 1 36 
2 
1 
5 

1 1 
8 

1 1 
13 

1 2 2 1 2 3 1 1 I I 2 2 6 44 
1 1 2 l 1 15 

4 3 2 1 40 
1 6 6 10 5 4 2 1 1 1 1 2 1 1 1 3 4 1 8 4 宮1

35 
1 1 16 
1 2 l 10 
1 1 1 1 6 

l 
1 

1 4 1 26 110 187 
1 3 
8 3 2 1 2 1 15 

1 1 
1 2 1 I 6 

1 
1 3 

1 
2 12 

1 1 1 2 1 9 
2 3 I 1 1 20 

1 
I 

1 2 
2 2 1 5 1 2 36 

1 1 2 10 35 
1 2 

1 2 
1 1 

l 4 
2 2 

I 1 H 2 1 
l 2 
1 I 

1 1 8 1 1 1 1 1 26 
1 I 9 
1 26 2 45 

5 4 1 6 23 
1 1 1 3 7 
l 1 3 
1 3 1 1 1 72 
1 3 

11 11 12 9 11 15 6 12 15 13 9 11 4 9 4 7 8 6 6 7 11 9 7 7 6 13 
23 76 31 26 34 72 19 22 55 59 36 58 11 12 14 28 22 21 21 20 23 29 31 26 11 145 
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表2 漁獲調盆における府j網l反当りの罷網個体数

52 53 54 55 56 57 

揚網年月日 6 4 8 11 8 2 I 5 I 7 12 12 1 1 2 2 4 4 5 7 7 7 T 12 12 2 
• I • ， . 

il 17 17 23 28 27 8 22 23 14 I 20 I 11 9 10 回 部 26 26 22 21 1 1 17 17 

使用網反数 5 5 10 12 7 16 11 21 25 25 25 25 30 29 30 30 30 30 30 30 20 30 30 30 
l ヒ フ メ 8剖 。10 。却 。訂 0.11 。担 。16 。剖 。担 0.21 0.10 8由 。胡 。田 6.11 0.13 8咽 0.41 。田 O.却
2メイタガレイ 0.40 。胡 0.14 0.81 。品 0.33 1.16 I目 。田 。田 。印 。田 0.11 。却 8田 。拍 。出 0.10 。10。田 。印 O.田
3イシカ'レイ O.由 0.11 O.岨 O.田 。由 O.田 0.13 0.10 。ω 0.10 0.43 9目 。却

4 1'"<'コカ'レイ 。関 0.14 0.13 0.18 0.11 0.01 O.曲 O.由 O.剖 0.11 O.伯 0.10 仏国 0.11 O.田
5ムシガレイ 0.13 O.田 O.町 O.回 O.回 O.白
6ガYゾウピラメ 。田 0.01 O.曲 O.町 O.町 0.03 0.03 
7 1'"<' ，，' イ 。田 。田 。町 自白

8チ タ. イ ι田 1.11 O.割 0.10 0.03 0.00 。田 ι田 ι13 Q.田 O.ω O.町 。由

9イ ‘/ ダイ 2.∞ O.田 。ol 0.10 O.回 O.田 O.町
10 ヒ ゲダイ 。国 。回

11 タカノハダイ 仏国

12 コショウダイ 。剖

13 グ ロ ダイ
14 VミF ト ダイ 0.0l 0.0l 0.12 O.田 O.飴
15 カ γ パチ

16 マノレソウダ 。剖 O.田
17 グ ロ ソ イ O.曲 0.16 。旧 0.03 。ω 0.03 O.曲 O.曲 O.田 仏国 0.10 自白

18 τz 。ー ず ソ イ O.由 O.白 O.曲 自白 。13
19 ス ズ キ 。由 O.田 0.44 0.44 0.03 0.13 O.回
20 ネズミゴチ O.田 O.目 O.訂 。国 0.16 O.国 。，田

21 ーを コe チ 。剖 0.01 O.盟 0.41 
22 メ コサp チ 0.11 0.13 O.田 0.10 
23 カ ワ ハギ 9臥 9似 自国 0.03 。国

24 ウマズフハギ O.但 O.回
25 ウスパハギ O.旧
26 イ Y ナギ O.田
27 マイ ワ γ O.旧 0.10 。田 1田 0.03 O.却
28 カタクチイワ γ O.凹
29 グロウ、ンノ・ンタ M1 O.ω 乱回

30 アカウシノシタ
31 メ ノ、e ノレ 0.03 
32 キツネメパノレ 0.03 
33 オニオコゼ 0.03 O.ω 
34 アカメフグ O.田
35 スケソウダフ O.由 。田

36 エゾイソアイナメ O.曲 也f由 。ω
37 アイ ナ メ O.似 仏国 O.倒 。町 O.町 。13
38 ト フ ギス O.曲
39 ツバメウオ 。ω
40 ヒヲ苛 γ ヲ 。倒

41 "" 仏剖 0.11 。100.11 。国

42 一ず サ ，、. 
乱回 O.町 t明 仏国 仏国 0.11 O.田 O.田 O.曲 0.13 O.田

43 ゴマサバ O.田
44 キ ス O.目
45 ーマ エ ソ

46 ギ y ポ 。田 8郎
47 カ ーマ ス

48 オミ ウ ポ ウ
49 ホ 、ンザ メ 。ω O.田 0.03 0.03 
50 ーす アナ コ. 。ω
51 ギ Y アナゴ
52 エ イ 類 0.13 。盟 。12 0.0l O.曲 O.田 O.田
53 ーマ ダ' コ O.師 。倒 。回 。ω 。町 。田

54 if ザ 、、 O.田 0.10 0.13 O.田 仏国 O.町 O.白
55 ヒフツメカeニ O.曲 0.03 
56イ セ エ ピ 。ω
57 、ン ヤ コ 0.03 
58 貝 類 2.剖 O.ω 0.10 
59 他エ ピ類 。倒 0.03 
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58 59 

22 8 
8 8 5 5 6 9 9 10 10 12 12 12 12 1 l 3 3 3 3 5 ~ 7 7 2 8 計
z5 25 19 回 23 z9 却 '%/ 

. 
8 23 '%/ 3 3 23 23 26 26 4 4 間 四 19 19 14 14 

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 10 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 1，302 
0.13 t田 O.町 O.泊 O.冊 O.田 0.03 O.町 0.10 O.町 0.10 0.10 。田 。10O.閃 0.07 0.13 。訂 。田

0.17 O.町 O.凶 自.町 0.17 O.田 O.町 0.13 O.町 O.出 O.田 1.13 。剖 O.由 。179剖 自.130.:1) O.田 。田 0.13 。13。13。出 0.03 0.13 
0.17 0.10 0.03 O.飴 O.田 0.41 O.田 O.町 0.17 。17。160.10 0.11 0.43 告I官 O.盟 O.田 0.17 。却 0.13 8町
。130.10 0.03 0.03 。国 。町 弘田 0.03 9出

0.03 O.白 O.曲 O.田 O.町 8田 0.10 O.田
。13

O.町 1.曲 O.田 。田 0.83 乱100.17 。10 0.10 0.03 t田 O.出 0.13 0.01 0.(¥1 
。町 0.17 O.田 0.01 O.ω 

O.田

0.(¥1 

仏関 O.田 O.町 O.邸 O.田 O.田 0.(¥1 乱回 O.回 0.(¥1 0.01 。田 。由

0.(¥1 0.(¥1 O.町 0.03 O.偲
0.13 。10 。田 。由

O.田 O.田 O.却 8羽 0.17 。13乱町 O.ω O.ω 0.(¥1 。田 0.01 0.(¥1 0.(¥1 0.03 0.10 。13O.ω O.訂 0.13 

。田 0.(¥1 
乱曲 。，町 0.10 
0.(¥1 O.曲 O.凶 。田

O.回 0.13 O.曲 O.師 3.町
O.ω 
0.10 。10O.町 。ω 。田 O.田

0.(¥1 
0.(¥1 O.町 。郎 O.田

0.03 

。.01
0.03 O.田 0.(¥1 O.凹 0.(¥1 
O.師 0.10 O.田 O.槌 。田

。国

O.世 仏師 O.回 0.17 O.ω O.町
0.(¥1 O.田 O.町 O.国

O.閃
9凶
0.(¥1 

O.飴
O.町

。田 。10
。田 0.(¥1 

O.曲
0.(¥1 

。田 0.(¥1 。100.(¥1 0.(¥1 0.(¥1 。田 0.03 
O.ω 0.(¥1 
O.侃 O.田 O.田 0.03 

0.17 0.13 O.伺 O.剖
0.(¥1 0.(¥1 古関 0.10 
O.凶 O.曲
O.田 0.10 O.ω O.ω O.田
O.曲
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表3 漁獲魚種の反当り個体数

揚 網 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均

使用反数 110 165 217 65 161 35 197 10 60 ω 12 210 1，302 

l ヒ フ メ 0.25 0.36 0.05 0.46 0.35 0.06 0.21 0.10 0.05 0.19 0.19 
2 メイタカe レイ 0.36 0.44 0.15 0.17 0.17 0.23 0.25 0.30 0.20 仏20 0.88 0.33 
3 イシガレイ 0.27 0.08 0.11 0.06 0.07 0.40 0.09 0.20 0.05 0.17 0.17 0.12 
4 マコガレイ 0.18 0.13 0.02 0.04 0.03 0.02 0.58 0.03 0.06 
5 ムシガレイ 0.03 0.05 0.02 。.01
6 ガγゾウピフメ 0.01 。0.03 0.03 0.03 0.06 0.05 0.01 0.02 
7 ーョr ダ イ 0.03 0.02 0.07 0.01 
8 チ ダ イ 0.03 0.08 0.46 0.55 0.02 0.03 0.03 0.42 0.09 0.16 
9 イ 、/ ダイ 0.20 0.01 0.02 0.03 0.12 0.04 0.03 
10 ヒ ゲダイ 0.01 0.01 。
11 タカノノ、ダイ 0.01 。
12 コγ ョウダイ 0.02 。
13 ク ロ ダイ 0.02 自

14 ヤマ ト ダイ 0.02 0.02 0.01 
15 カ y パチ 0.02 。
16 マノレソウダ 0.06 0.01 
17 ク ロ ソ イ 0.05 0.03 0.05 0.08 0.04 0.02 0.04 0.03 
18 ゴマ ソ イ 0.02 0.01 0.09 0.01 0.02 0.02 0.01 
19 ス ス キ 0.01 0.01 0.03 0.08 。16 0.03 
加 ネズミゴチ 0.03 0.03 0.19 0.40 O.!l 自.15 0.05 0.04 0.07 
21 ーョ， コ. チ 0.17 。 0.03 
22 メ コe チ 0.02 。 0.06 0.01 
23 カ ワ ハギ 。0.02 0.01 0.03 0.02 0.01 
24 ウマズフハキe 0.01 0.01 0.01 。
25 ウスパハギ 。 。
26 イ シナギ 0.01 自

訂 マイ ワ 、ン 0.04 0.53 0.74 0.19 。 0.14 
23 カタクチイワ γ 0.03 0.01 。
29 クロウシノシタ 。0.02 。.01 0.09 0.01 0.08 。 0.01 
30 アカウVノ・ンタ 0.02 。
31 メ ノ、， ノレ 0.01 0.02 0.03 0.01 。
32 キツネメバル 。 。
33 オニオコゼ 0.01 0.01 0.02 。
24 アカメブグ 。 。
35 スケソウダラ 0.09 0.01 0.01 
36 エゾイソアイナメ 0.01 0.01 0.02 0.01 0.03 。 0.01 
37 アイ ナ メ 0.01 0.03 0.01 0.01 0.03 0.02 
38 ト フ ギス 0.01 。
39 ツノ〈メウオ 。 。
40 ヒフガ γ フ 0.03 。 。
41 へー 0.05 0.06 0.10 0.10 0.03 
42 ーミF サ /、. 0.01 0.05 0.03 0.01 0.09 0.06 0.02 0.03 
43 ゴマサパ 0.02 。 。
44 キ ス 0.03 0.01 。
45 ーマ エ ソ 0.01 。
46 ギ ン ポ 0.05 0.03 。
47 カ ーミマ ス 0.03 。
48 オミ ウ ボ ウ 0.03 。 。
49 ホ 、ンザ メ 0.01 0.01 0.01 0.03 0.01 
50 寸 7 ナ 亡主. 0.01 0.03 0.02 0.01 
51 ギ Y アナゴ 。
52 エ イ 類 0.04 0.01 。0.02 0.02 0.03 0.02 0.07 0.01 0.02 

1.35 1.04 1.56 1.91 1.07 2.29 1.55 0.60 0.63 1.28 0.83 1.92 1.44 
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図3 主要魚種の体長組成

漁獲された魚種のうち，メバJレとオニオコゼは中央

礁や相1m告だけで，ヒラメ，チダイ，イシダイ，クロソ

イ，ゴマソイ，カワハギ，エゾイソアイナメ，アイナ

メは中央礁や側礁の篠域で多い。このうちの殆んどは

fRlJ礁で漁獲されたが，コーマソイは中央礁でやや多い。
また，イシダイはその殆んどが中央礁と側礁であった

均三 i則礁の外側域と内側主主のそれぞれ10m以内で1尾
づっ漁獲されていた。一方、内fP.U域で多いものは，イ

シガレイ，マダイ，マトダイ，スケソウダラであり，

なかでもマダイは外側主主で漁獲がまったくなく，中央

礁から30m以内の内側域が最も多い。

内側域や礁域よりも外側域で多いものは，ムシガレ

イとニベであるが，ニベは{則礁でみられるものの，ム

シガレイは礁域ではまったくみられない。

礁域や内{則f或，外側域を関わず，どこでも普通にみ

られたものにメイ夕方、レイ，マコガレイ，スズキ，ネ

ズミゴチがある。このうち，ネズミゴチは{則礁端から

1，OOOmまでの調査範囲でみられた。

d)主要魚種の胃内容物

漁獲された主要魚類には，空胃状態の{固体が非常に



表4 漁獲種類の重量 (g)

揚 絹 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十

使用反数 110 1白 217 釘 161 お 197 10 釦 的 12 210 1，302 

1 ヒ フ メ 息5，民541，臼313，293 30，705 49，093 5，718 制，447 必0 973 32，お5 史!U.?l? 

2 メイタヵーレ 5，ω2 9，487 5，078 2，7∞ 5，711 1，710 8，ぬ7 ω 3，413 3，146 34，498 80，602 
3 イシガレ 13，必S

1S4，，邸3735 
11，326 4， 犯認。5 8，183 3，438 13，158 お5 1，932 15，略。 75，821 

4 マコガレノ 12，495 1，787 3，8銅 5，458 492 4，315 13，390 
5 ムシ式 レ 1，日5 4鈎 2，025 
6 ガンソー ピラメ 倒 邸 2151 48 737 223 怨1 1，673 
7 ーマ タ 1，115 1，7∞ 3，1邸 5，978 
8 チ ダ / 3，378 11，ω5 お，郎8泊，200 470 612 4，0羽 14，824 10，287 
9 イシダ 8，087 3，1 1，ω5 6，167 5，260 23，726 
10 ヒゲダ〆 部5 邸8 1，212 

!1 タカノノ、タv イ 3 在同 965 
12 三三三塁ウ !J'.イ 4，お5 3，325 8，180 
13 グログノ 1，428 1，428 
14 マトダ 7∞ 1，4部 2，185 
15 カ γ パラ 345 345 
16 マノレソウタ 5，310 5，310 
17 クロソイ 4，205 6，312 5，012 7，260 6，7羽 4，815 5，760 40，114 
18 ゴマソイ 1，310 剖0 775 4駒 4訂 4，1卯 7，632 
19 ス ズ キ 4，凶8 4，760 釘，540 96，338 
加 ネスミゴチ 48 49 133 5951 印3 892 212 邸 170 2，785 
21 寸 τ，. チ 9，1印 9，150 
22 メ コ チ 4お 路7 1，360 
23 カワノ、正 210 l邸 4邸 ぬ4 1，4お805 2，824 
24 ウマズラハ 7羽 126 1， 119 
25 ウスバハ 町5 875 
26 イシナキ !ltO 940 
宮l マイワシ 257 154 408 40 859 
26 カタ'チイワ、ン

29 クロ 1-';/ノシタ 部2 3251 目。 840 768 お5 590 463 1，475 5，868 
30 アカ 1-';/ノシタ 121 121 
31 メ ノ、 ノレ 盟抽 1印 4鈎 邸S 1，865 
32 キツネメパノレ 1，3叩 1，390 
33 オニオコゼ 243 240 318 801 
34 アカメフグ 1，230 

I5，，82328 5 
お スケソウダラ 5，415 410 
36 エゾイ ソアイナメ 610 230 152 1ω 1， 182 
37 7 ナメ 1，030 飽5 2，部。 1，640 711 2，ぬ5 9，250 
38 トヲギス 4∞ 400 
39 ツバメウオ 草田 300 
40 ヒラカ'、ンラ 2，5∞ 2，500 
41 〆， 2，214 

邸7207 33 9， 鮒舗7
576 7，376 

42 ーマ サ J、自， Iω 4∞ 1，倒2 紛 6，679 
43 ゴマサバ
44 キ ス 57 ω 107 
45 一ず ζL  ソ 452 452 
46 ギ γ ポ 23 胡 63 
47 カ 寸 ス 1邸 108 
48 ホウボウ 飽 240 302 
49 ホシザメ 1，3ω 4，tt70 1，590 7，020 
副 マアナゴ 胡 167 213 
5 ギンアナゴ
5: 二乙 4 類 邸。 512 572 7釦 2，454 
53 ーマ る 二2 幻0 2，9∞ 1，570 初 4，770 
54 芳 弓t 、、 日)() 弱。 1，080 
55 ヒラツメカeニ

56 イセエピ 部。 沼8 お5 1，4印 2，285 
57 、ン .. コ 52 42 94 
58 只 類 211 132 343 
59 他エピ類

言十 73，249 96，お8132，7()j 自1，740部，48214随1107 ，40 11 1，675 8，おI33，伺8 -1223，161 875，160 
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表5 漁獲種類別の1反当り重量 (g)

揚 網 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均

使用反数 110 165 217 65 161 35 197 10 60 60 12 210 1，302 

1 ヒ フ メ 232 釘2 61 472 305 163 175 45 16 154 180 

2 メイ夕方fレイ 52 57 23 42 35 49 43 6 57 52 164 62 

3 イ v ガレイ 123 幻 52 67 51 98 67 57 32 74 58 

4 マコカe レイ 114 87 8 自 24 28 8 21 33 

5 ム・/カe レイ 9 2 2 

6 カr，/ゾウヒ'フメ l I 1 4 4 I 1 

7 すず ダ イ 17 9 53 5 

8 チ ダ「 イ 31 67 392 465 3 17 21 247 49 123 

9 イ シ ダイ 124 16 18 103 25 18 

10 ヒ ゲダイ 1 2 3 1 

11 タカノハダイ 2 3 1 

12 コ・ン aウダイ 25 16 6 

13 ク ロ ダイ 24 1 

14 ーマ ト ダイ 4 7 2 

15 カ y パチ 6 。
16 -< }レソウダ 2出 4 

17 ク ロ ソ イ 38 38 23 112 42 24 27 31 

18 ゴマ 、J イ 12 3 12 2 7 20 6 

19 ス ズ キ 19 73 417 74 

20 ネズミゴチ 。。 1 4 17 4 4 1 1 2 

21 ヤョ， ゴ チ 46 7 

22 メ コ， チ 3 5 1 

23 カ ワ ハギ 1 3 2 8 7 2 

24 ウマズァハギ 3 1 1 I 

25 ウスハハギ 4 

26 イ シナギ 5 。
27 マイ ワ シ 2 1 2 1 

26 カタクチイワシ

29 グロウシノシタ 3 1 6 5 22 3 10 8 7 5 
鉛 アカウγノシタ 2 。
31 メ ，、. ノレ 2 8 8 5 1 

32 キツネメバル 7 1 

33 オェオコゼ 1 1 5 1 

34 アカメブグ 6 1 

35 スケソウダフ 41 2 4 

36 エゾイソアイナメ 3 4 1 1 
?日 アイ ナ メ 9 4 12 10 4 12 7 

36 ト フ ギス 2 。
39 ツノ〈メウオ 。
40 ヒフガシフ 12 2 

41 J、， 14 17 m 10 8 

42 ーマ サ J、， 1 6 6 21 17 5 5 

43 ゴマサパ

44 キ ス 2 。 。
45 '之ぎ エ ソ 2 。
46 ギ ソ ポ 。 。
47 ブJ マ ス 2 。
48 ホ ウ ポ ウ 2 1 

49 オミ シザメ 8 25 8 5 

50 ーす 7 ナ コe 3 
51 ギ γ アナゴ
52 エ イ 類 4 3 10 3 2 

53 ーマ ダ コ 2 18 7 自 4 
34 ガ ザ 、 3 3 l 

55 ヒフツメガニ

56 イ セ エ ピ? 2 l 6 7 2 
57 シ -¥' コ 。 。 。
56 只 類 1 2 。
59 他エ ピ類

3十 666 687 612 1，111 537 416 545 168 139 566 1，086 672 
」 」ー
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図4-1 漁獲魚種の擦網位置
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図4-2 漁獲魚種の擢網位置
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図4-3 漁獲魚種の擦絹位置
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図4-4 漁獲魚種の穣網位置
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図4-5 漁獲魚種の撰網位置

図4-6 漁獲魚種の権網位置
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図4-7 漁獲魚種の擢網位置
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図4-8 漁獲魚積の穣網位置
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図4-9 漁獲魚種の擢網位置
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図4-10漁獲魚種の擢網位置
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図4-11漁獲魚種の穣網位置
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図4-12漁獲魚種の擢網位置
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図4-13漁獲魚種の擢網位置
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図4-15漁獲魚種の撰網位置
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図4-16漁獲魚種の擢網位置
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図4-17漁獲魚種の擢網位置
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図4-20漁獲魚種の擢網位置
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図4-21漁獲魚種の擢網位置
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図4-22漁獲魚種の擢絹位置
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図4-24漁獲魚種の擢網位置
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図5 漁獲魚種の擢網位置



多く，イシガレイ，マコガレイ，チダイ，イシダイ，

スズキ，カワハギ，ウマズラハギ，メバル，スケソウ

ダラ，ニベに見られた。なかでも，イシガレイで70.9

%，クロソイで85.7%.メバルで85.7%.スケソウダ

ラで81.8%であった(表的。

主要魚種のうち，魚類を掠食していたのは，ヒラメ，

イシガレイ，マトダイ，スズキ，ウマズラハギ，スケ

ソウダラ，ニベであり，その捕食生物は殆んどイワシ

類であった。また，サルエビ等のエピ類を主に捕食し

ていたのはムシガレイとスケソウダラであり，ヤドカ

リ等のカニ類を主に捕食していたのはゴマソイ，エゾ

イソアイナメ，アイナメであった。

ゴカイと思われる多毛類や，ユムシなどの環形動物

を主に捕食していたのはメイタガレイ，マコガレイ，

マダイ，チダイ，カワハギ，メバJレであり，二枚貝な

どの貝類(水管部分のみが多い)を主に捕食していた

のはイシダイであった。また，マトダイ，カワハギ，

メバJレ，ニベは，矯食生物の種類がl種のみであった

反面，メイタガレイ，イシガレイ，マコガレイ，マダ

イ，アイナメ等は，多種の生物を捕食していた。なお，

これら主要魚種のうち，アイナメだけは空胃状態の個

体がまったくなかった。

e)漁獲魚種の成熟度

表6 主要魚類の胃内容物 (%) 

魚 種 空胃
胃 中

魚類 ェピ類 カュ類 軟体動物

ヒ フ メ 54.3 40.7 0.4 

メイタヵ・レイ 43.5 0.3 1.0 

イケガレイ 70.9 4.7 1.6 2.4 

マコガレイ 55.8 3.5 3.5 

ム V ガレイ 33.3 11.1 33.3 11.1 
ーマ ダ イ 25.0 12.5 8.2 18.8 6.2 

チ ダ イ 53.6 2.4 2.4 1.4 

イ シ ダイ 54.2 8.3 
ーョr ト ダイ 50.0 50.0 
p ロ ソ イ 85.7 8.6 2.8 2.8 
ゴ寸 ソ イ 46.1 15.4 38.5 

ス ズ キ 51.2 幻.9 11.6 2.3 

ネズミゴチ 46.1 

カ ワ ハギ 60.0 
ウマズフハギ 60.0 20.0 
メ ノ、. ノレ 85.7 

エゾイソアイナメ 44.4 22.2 33.3 

スケソウダフ 81.8 9.1 9.1 

アイ ナ メ 。18.8 6.2 37.5 12.5 
，、. 77.8 22.2 
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漁獲魚種のうち，生殖線に成熟が認められた主要魚

種は，ヒラメ，メイタガレイ，イシガレイ，マコガレ

イ，チダイ，クロソイ，スズキ等である。

ヒラメは4月より熟度指数(生殖腺重量/(全長)'

X 106)が高まって. 7月には最高伎を示す(図6)。こ

のヒラメは. 5月未には殆んど完熟状態の個体が多か

ったカf，7月の漁獲時には自然放卵した!国体もあった。

メイタガレイは.10月頃から成熟が始まって.12月

にはその指数が最も高くなるが 1月には極端に低下

していた(図 7)0この指数が最高であった12月には透

明卵を持つ個体が多く確認された。

チダイは.10月にその指数が最も高くなるが.12月

には徐々に低下した(図8)。また.10月には熟卵を持

つ個体が見られた。

イシガレイは.12-1月にその指数が高く，その後

は極端に低い(図9)。このイシガレイは 1月に透明

卵を持つ個体と放卵後の個体カ苛童認された。

マコガレイは. 1-2月にその指数が最も高く(図

10) .その殆んどが熟卵か，放卯直後の個体であったo

クロソイは. 1月からその指数が徐々に高まり. 4 

月に最も高くなるが 5月には極端に低くなる(図11)。

クロソイに完熟卵が見られ始めるのは 2月からであ

り. 4月には仔魚卵を持つ個体が見られた。

の 種 類
調査尾数

環形動物腔腸動物 只類 消化物 その他

4.1 Pモヒトデ 0.4 243 

48.7 0.2 0.5 2.3 不明 3.4 386 

3.1 2.4 6.3 不明 8.6 127 

27.9 3.5 4.6 不明 1.2 86 
ウミエラ 11.1 9 

31.2 16 

26.3 12.4 不明 1.4 209 

4.2 25.0 8.3 24 

6 
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13 

2.3 4.6 43 

53.8 13 

10.0 30.0 10 

20.0 5 

14.3 7 

9 

11 

6.2 18.7 16 

9 



このほか，漁獲尾数は少ないが，熟卵を持つ{国体が

見られた種類には. 1月にアイナメとスケソウダラ，

4月にマダイ. 5月にマサパとニベ. 7月にマゴチ，

ネズミゴチ，マエソ，クロウシノシタ，ガンゾウピラ

メ，マトダイ，ニベがあり，多くの魚類に成熟が認め

られた。

• 
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.，. 
0，奪三

2 .浴水調査

この調査は，昭和53年に3ケ所， 54年に6ケ所， 55 

年と56年に各々 7ケ所， 57年に8ケ所， 58年と59年に

各々 4ケ所の計39ケ所で実施した(図12)。

このときに確認された魚類と数量を表7に示した。

目視観察と写真撮影で縫認された魚種は，魚類39種

とイセエピ，そしてタコ類である。魚類のうち，主要

なものはプリ(イナダ)，シマアジ，チダイ，イシダイ，

メバル，アイナメ，ウマズラハギ等である。このほか，

カタクチイワシを主体とするイワシ類，ネンプツダイ，

ウミタナゴ，ベラ芳i等が見られた。

21 ¥ 

2 

8 

号長下)8.3 29--y 
9 

22_ーー"" 、5

31，35319 一5、一-、-、~句『なh、bv-B・J Ld-，-23 t2 v ~、11

119 14了l?__~ 

/ 
許害Zま
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図12 潜水調査点
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表7 潜水調査で確認された種類と国体数(目視観察による)

よ史
1 I 2 I 3 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 10 I 11 I 12 I 13 I 14 I 15 I 16 17 I 18 I 
53 54 
11 11 11 3 s 8 8 
21 22 22 22 22 23 23 

イ ワ シ類
7 ナ コ
エゾイソアイナメ
ス ズ キ 5 
ヤマ ノ、 タ 4 
ネyプツダイ
プ り 多数
'ず 7 ジ
シマア リ、ず

チ ". イ
マ ダ イ
テ γ グダイ
イ γ ダイ 3∞~ 6町 50 7 15 58 
タカノハダイ
コ プダイ
ヒ ゲダイ 2 2 
イシガキダイ 1 
カゴカキダイ
ウミタナゴ
オキタナゴ
ササノハベフ
J、 プ 類
キュウセン
メ ノ、 2レ多数 多数 多数 2 10 
ウスメパノレ 5 
キツネメパノレ 20 
ク ロ ソ イ
ゴマ ツイ
カ サ ゴ
イソカサゴ
7 イ ナメ 1 5 
ク -fJト ウオ
ヒ フ メ
カ レイ類 1 
カ ワ ハギ
ウマズフハギ 多数 多数 多数 5 10 
ノ、 コ フ グ 1 
ゴ y ズイ
ノ、 ゼ 類
イ セエ ピ
タ コ 類
エ イ 類

これら魚類のうち，イシダイ，メバル，ウマズラハ

ギは，魚礁の造成中からよく見られる種類であった。

また，人工礁が完成して約3年経過したころに始めて

確認されたものに，ネンブツダイ，マアジ，シマアジ，

チダイ，夕方ノハダイ，ゴプダイ，オキタナゴ，キュ

ウセン，ヒラメ等があった。この反面，完成してまも

ない頃より出現しでも， 1 ~ 2年経過した後，まった

く見られなくなったものに，テングダイ，ヒゲダイ，

カゴカキダイ，イソカサゴ，ハゴ7グ，ゴンズイ，ハ

ゼ類があった。

3 

24 

50 

20 

5 

30 

10 

30 

10 

55 56 
8 8 3 3 8 8 3 8 5 5 
24 25 25 26 26 f!:l f!:l i7 20 却. 

3 s 
I 3 2 1 

1 
70 550~ 5 3 250 300 43 40 

10 

20 5 
100 10 2 30 70 

5 2 15 5 
20 3 10 10 

45 50 
20 5 
5 3 2 

4 
1 

10 7 7 
5 

5 10 1 3 7 1 2 12 30 

1 
2 1 2 

30 150 3 50 11 8 

50 
5 

これら確認された魚類の分布域を表8に示した。

魚礁域周辺だけで見られたものは，マダイ，ササノ

ハベラ，魚礁域の内部だけで見られたものは，マアジ，

テングダイ，イシガキダイ，カゴカキダイ，オキタナ

ゴ，ゴマソイ，カサゴ，イソカサゴ，ハコブグであっ

た。

魚礁域の上部には，スズキ，プリ(イナダ)，シマア

ジ，チダイ，ウミタナゴ，カワハギが，魚礁域の海底

面には，キュウセン，カレイ類，ハゼ類，タコ類が，

魚礁域の内部と底部には，エゾイソアイナメ，コブダ
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19 20 1 21 1 22 1 23 241お|お|幻 128 1 29 1 30 1 31 32 1 33 1 34 1 35 ~7138 39 
57 

5 5 5 12 12 2 2 2 2 5 
21 21 21 17 17 22 22 23 23 18 

多数 多数 多数

2 
1 

33 120 5 1 1 2 
1 

10 3 

20 10 
30 50 10 20 5 50 

1 50- 10 2 20 20 

3 2 5 
1 8 

2 2 1 

58 13 65 12 10 4 10 4 23 5 
1 

l 

1 1 
11 50 20 5 7 5 6 1 5 22 

1 

イ，クサウオ，ヒラメが分布していた。また，魚礁域

と周辺にある海底穴には，マアナゴが体の一部を出し，

魚礁の内部と魚礁に残った刺網にはイセエビが見られ

た。

このほか，数種の魚類が，魚礁域の内部や上部，周

辺域に見られた。それらは単独で静止，あるいは遊泳

していたが，多くの場合5尾程度か，それ以上で一群

をつくっていた反面，イワシ類は水深10m付近から海

底面までの周辺一帯を大群で遊泳していた。

なお，目視による確認魚類の大きさ(推定会長)を

58 59 
5 9 9 1 1 10 10 2 2 8 3 
19 28 却 25 25 ¥3 13 7 7 22 22 

多数 多数 多数 多数 多数 多数
5 

5 
8 
2 
約100

約100約200

約100
100-

1 60 120 3 3 22 2 20 
3 2 

1 

2 
25 6 1 

20 多数 多数 5 3 3 5 
2 

30 62 62 50 50 30 20 15 
45 35 

I 

4 6 4 10 5 
1 

7 9 30 3 5 10 10 

1 

20 90 130 200 70 500- 5 5 

1 
1 

表9に示した。その主なものは次のとおりである。

イワシ類は 7~IOcm. スズキは60~100cm.プリ(イナ

ダ)は30~6Ocm. シマアジは25cffi，チダイは15~2Ocm.

メバルは10~3Ocm. ウスメバルは10~2Ocm. キツネメ

バルは15~45cm，ヒラメは35~7Ocm. ウマメラハギは

1O~40cm. ネンプツダイは 3 Cffi，ベラ類l主8~20cm. 

また，イセエピは25cmであった。

これら推定全長の季節変化は，調査月が周年l二及ん

でいないため，断定出来ないが，イシダイは冬季に小

型魚の出現が多くなる傾向がうかがわれた。その他の
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表8 潜水調査で見られた種類と分布域

種 類 分 布 域

イ ワ γ 類 魚礁上部と海底面.から水而下10mまで

マアナ ゴ「 魚礁内部と付近の海底穴中

エゾイソアイナメ 魚礁間際と内底部

ス ズ「 キ 魚礁上部の1~5m層

ザヨr ノ、 タ 魚磯上部と内部

ネYプツダイ 魚礁上部と内部

プリ(イナダ) 魚礁上部の1~5m層内

ーョF 7 リ日 魚礁上部

シマア リA 魚礁上部の5~10m層内

チ ダ イ 魚礁上部
円司F ダ イ 魚礁周辺

テ Y グダイ 魚礁内部

イ シダイ 魚礁内部と上部

タカノハダイ 魚礁内部と上部

コ プダイ 魚礁内l底部

ヒ ゲダイ 魚礁内部中段と下段のすきま

イγ ガキダイ 魚礁内部

カゴカキダイ 魚礁内部

ウミタナゴ 魚礁上部

オキタナゴ 魚磯内部を単独で

ササノハベフ 魚礁周辺を単独で
J、e フ 類 魚礁周辺と上部と周辺を単独で

キュウセ γ 魚礁周辺底部

メ ノ、ー 2レ 魚礁内部と上部

ウスメバル 魚礁内部と上部を単独，又は5尾程度で
キツネメバノレ 魚礁内部と上部を単独多し

グ ロ ソイ 魚礁内部と上部を単独

ゴマ ソイ 魚礁内部lで単独

カ サ 三Z 魚礁内部lで単独
イソカサゴ 魚礁内部で単独

アイ ナメ 魚礁内部と上部と租u近底部を単独
クサウオ 魚礁内底部

ヒ フ メ 魚礁内部と底部
すj レイ類 魚礁底部

づh ワハギ 魚礁上司l
ウマズフハギ 魚礁上部と内部と周辺
ノ、コ フ !i 魚礁内部
ゴ γ ズイ 魚礁上部と内部
/、 ゼ 類 魚礁内底部l

イ セエピ 魚磯内部と礁の残網にかかる

タ コ 類 魚礁内底部

エ イ 類 魚礁周辺底部

近づいて来る個体もあった。また，アイナメは通常早

急に逃避するが，礁に卵を産み付けてあった昭和58年

1月には，その場から離れようとしない行動が見られ

た。

3 .魚群分布調査

各調査日とも，人工礁主主とその付近で魚探に記録さ

れる魚群反応は緩めて少なく，側礁を離れるとまった

く無くなることが普通であったが，昭和58年5月と 7

月， 10月，そして59年2月および3月の調査時に比較

的濃密な反応が見られた(図13)0

その反応はいず'hも中~下層に認められたが， 5月

と7月，および10月の調査時には少なく， 2~3 月の

調査時は多かった。 5月の調査時の反応は中央礁域の

中層で見られたほか，中央礁と側礁の問のやや下層で

も見られた。 7月の調査時には礁域での反応はなかっ

たが，礁域から約500m離れた場所でも小さ寺群が見ら

れた。

10月の調査時には，礁域直上部で見られた。 2月の

調査には中層から海底面まで一つの大きな塊となって

現われていた。そして， 3月の調査時には中央礁と内

側域に現われていたが，量的にはそれほど多くなかっ

た。

これらの反応は，潜水調査時の資料と照合すると，

10月はウマズラハギ 2月はカタクチイワシ 3月は

メバル主体の魚群と推定されたが 5月と 7月の反応

についての判定は出来なかった。

考察

魚礁械で比較的長期間にわたり，多くの個体数が漁

獲された魚種は，魚礁性(魚礁に付く度合)が強く，

魚礁域以外で多く漁獲された魚種は，魚礁f生が弱いと

の考えプjが一般的であろう。しかし，魚礁域で漁獲さ

れてい在がら，その1団体数が少ないと，魚礁f生の有無
を判断する段階において除外されることがある。

本調査で漁獲されたヒラメ，チダイ，イシダイ，ク

ロソイ，ゴマソイ，カワハギ等の魚種は，礁から離れ

た水域で漁獲されることが少ないところから，魚礁{生

が強い種類と断定出来よう。これに対して，メバjレ，

アイナメ，オニオコゼ等は漁獲尾数が少なく，九十九

里人工礁ではこれまで軽視されていたが，通常魚礁魚

魚種にはあ、おむね変化がなく魚礁完成後の変化も殆 とみなされていること，本調査でも魚礁域で漁獲され

んどなかった。 ていることなどから，魚燃性が強い種類と判断されよ

潜水調査の際に，魚礁域の魚類は潜水者が近づくと う。

その多くが素早く逃避する行動を示したが，クロソイ 川名目は，魚礁に婿集した49魚種を対象として，魚

やメバル，クサウオは殆んど動かず，クロソイは逆に 礁度という表現で，これを大，中，小の3段階に区分



表9 目視観祭による推定全長 (cm)

面社司空空 5 3 年 5 4 

イ ワ シ類

ア ナ コ-

エソマソアイナメ

ス ズ キ ぽトω
ーマ /、 タ 笈ト40
ヰンプアダイ

ブ 日 現ト50
句可P 7 v 川

シ マア ジ

チ ，，' イ
ーマ ダ イ
テングダイ

イ 、ン ダイ 宜ト40，60 1岳~30
夕方ノ〆、ダイ

τ， プダイ

ヒ ゲダイ お~30

イシガキダイ 30 
カゴカキダイ 15 
ウミタナゴ

オキタナゴ
ササノハベラ
F、S フ 類 8 
キュウセ Y

メ ノ、守P ノレ 1~15 お~25
ウスメバノレ 20 
キツネメバノレ Zト40 30 
グ ロ ソ イ 30 
τf 竺司r ソ イ

カ サ τ" 
イソカサゴ

アイ ナ メ 40 宜ト35
F サ ウ オ
ヒ フ メ

カ レイ 類 在ト40
カ ワ ハギ 30 
ウマズラハギ 1~15 1岳、ー宮O
，、 二Z フ グ

ゴ ンズイ
，、 ゼ 類 5 
イ セエ ビ?
タ コ 類
エ イ 類 45 

年 5 5 年 5 6 年 5 7 年

6(9)，ト10(2)
回~唱曲 在ト50
15 宜ト30 20 

70(9) ， 1∞(~) 
30 
3 
必~唱旧
5(2) ，20(9) 
25 
15~20 

30 
l吾、-30 15(12) ， ~45(5) 鉛~ω(9)

20 25，40 

25 

10 
1~20 1ト 20 20 
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している。この魚礁度大にはヒラメ，カレイ，アイナ

メ等17種，魚礁度中にはクロダイ，マダイ，イシダイ

等29種を，魚礁度小にはアジ，サパ，ボラの3種がそ

れぞれ含まれるとしている。この区分の基準は明確で

ないが，あえて九十九里人工礁で漁獲された魚種を当

てはめると，魚礁度大にはヒラメ，クロソイ，ゴマソ

イ，イシガレイ，メイタガレイ，マコガレイ，ホウボ

ウ，コチ類，アイナメが，魚礁度中にはマダイ，イシ

ダイ，カワハギ，メバル，スケソウダラが，魚礁度小

にはマサパがそれぞれ該当する。しかし，ごれらのう

ち，イシダイはその殆んどが礁域で，そしてわずかに

2尾が礁域から10m以内で漁獲されていたところから，

魚礁度大に含めるのが妥当であろう。また，上記49魚

種に含まれていをかったチダイの漁獲位置は， (~tl礁か

ら外側域へ800自法での距離に及んだが，その個体数は

側礁から離れると緩めて少なくなり，殆んどが礁域で

あることから，魚礁度中に加えることが出来よう。こ

のほかにも，今回の調査結果では前述の魚礁度の区分

と異なると思われる種類があることから，同一魚種で

も地域住があると考えられる。よって，九十九里人工

礁での魚類の魚礁度色漁獲位置と漁獲尾数の割合か

ら独自に表わすと，表101こ示すようになる。

表10 漁獲魚種の魚礁度

魚礁度大|イシダイ，メバル，オニオコゼ

I カワハギ，アイナメ，イシガレイ，
メイタガレイ，マコガレイ，ヒラメ，

魚礁度中|グロソイ，ゴマソイ，チダイ，マダイ，
メゴチ，マゴチ， クロダイ， クロウγノシタ，
スズキ，エゾイソアイナメ

主主型斗二三
この場合の判断基準は，礁域のみと，礁域から10m以

内だけで漁獲されている種類を魚礁度大に，礁域と内

側域で多くi鮒獲されている種類を魚礁度中に，礁域や

内側域で少在<， (則礁から200m以内の外側域で多く漁

獲されている種類を魚礁度小とした。

その結果，魚礁度大にはイシダイ，メバル，オニオ

コゼの3種が，魚礁度中にはカワハギ，アイナメ，イ

シガレイ，メイタガレイ，マコガレイ，ヒラメ，クロ

ソイ，ゴマソイ，チダイ，マダイ，メゴチ，マゴチ，

クロダイ，クロウシノシタ，スズキ，ヱゾイソアイナ

メの16種が，魚礁度小にはニベが含まれる。このほか，

魚礁度大にはイシナギ，ヒゲダイ 7グ類，カンパチ

均九魚礁度中にはタカノハダイ，ホウボウ，マアナゴ

がそれぞれ該当すると思われたが，漁獲された個体数

が1-2尾と少主く，判定資料に乏しいことから，本
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報告では結論を遊けた。

一時期漁獲!国体数が多かったマイワシは，九十九里

全械にわたって，よく漁獲されることが知られている21

こと，また，ネズミゴチは五種2或でもi布j聾があったが，

{則礁から1，OOOmの外側域で、も普通にみられたことから，

この2種は魚E慢性がないと判断した。なお，外側域で

漁獲される主要魚種の個体数は，礁域から100mまでで

多く，これに該当する種類にはヒラメ，マコガレイ，

チダイ，カワハギ，ウマズラハギ，スケソウダラ，ア

イナメが挙げられる。その他の魚種ではメイタガレイ，

エゾイソアイナメ，ニベが200m以内で、多く漁J聾されて

いた。

ごれらの結果から，九卜九里人工礁の効果範囲は，

おおむね200m以内と考えられる。ただし，エゾイソア

イナメとニベは，九十九里地区ではあまり漁獲対象に

ならず，価値の低い種類である。したがって，重要魚

種であるヒラメやイシガレイ等の漁獲位置の結果に限

定して判定すると，それは100mまでとみなすのが妥当

であろう。

柿元3)は，新潟県j中の人工魚礁調査から，魚礁の効

果範囲を200nまでとし，採算の取れる擦網尾数が期待

される範聞を100n沫満と報告している。また，秋元41

は，福島県i中の大型魚礁調査で，魚礁により漁獲尾数

の多い範囲は異なるものの，魚礁効果のおよぶ範囲を

魚礁の端から200-300rrまでとしている。

ごれらの調査結果は，九十九里人工礁の場合と殆ん

ど一致していることから，魚礁効果範囲に地域差はな

いと考えられる。しかし，森・桑野51が長崎県i中の魚

礁でチダイを漁獲したところ，その漁獲が最も多いの

は魚礁上ではなく，魚礁から20mおよび40mの位置であ

ったとしており，九十九里人工礁の結果(魚礁上が最

も多い)とズレが見られている。これには，位置の測

定方法の異い，あるいは地形の異いが考えられるほか，

潮流等の環境面が影響していたものと推定される。

漁獲調査で確認された魚類は52種であったが，潜水

調査で確認された魚類は39種と少ない。潜水調査では

日数や時間が短いこと，観察範凶泊ず狭いこと，ヒラメ

やカレイ類等の底生性魚類は，確認がむずかしいごと，

さらに，潜水者の接近により，魚類が移動，逃避した

という利渉ら月岡本ら 71と同ピ状況が多種に見られた

ことなど，潜水調査にはマイナスとなる要因が多かっ

たと思われる。しかし，漁獲調査では見られなかった。

マハタ，ネン 7'ツダイ， 7リ(イナダ)，マアジ，シマ

アジ，テングダイ， コ7寺ダイ，イシガキダイ，カゴ余力

キダイ，ウミタナゴ，オキタナゴ，ササノハベラ，ベ
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ラ類，キュウセン，ウスメバル，カサゴ，イソカサゴ，

クサウオ，ハコブグ，コンズイ，ハゼ類の21種類か滞

認された。したがって，潜水調査と漁獲調査の結果を

合せると，九十九里人工礁には73種類の魚類が分布し

ていたことになる。

胃内容物調査から，クロソイとイシガレイ，メバJレ

に空胃i固体数カ守重めて多くみられていた。これは摂餌

行動に入る以前に樫網したためか，あるいは投網直後

に擢網したためであるかは不明であるが，いずれにし

ても魚類の日周行動が大きな要因と思われる。

柿元81によれば，クロソイはアジ，サパ等と同様に

昼間は底層に密集し，夜間に中，表層に浮上散乱する。

また，メパlレ混りのクロソイ群は02~03時に海底から

21mの高さまで散乱浮上したのち， 03時40分に沈下を

始め，(同時15分に再び底層で密集群に変るとしている。

この記述に従えば，今回の魚獲調査でクロソイ，およ

びメバルは，浮上散乱を始めた直後，あるいは再び底

層へ帰る時に緩縛したものと考えられる。

一方，浅海域におけるイシガレイについて，浜中・

1青野91によれば，空胃率は薄明に高いが，午前から減

少し，午後，夕方，夜中は0%であると報告している。

このイシガレイに魚体の大きさと生息深度，地域特性

等の生活環境が無関係在らば，九十九里人工礁で擢網

したのも，このころと推定される。

潜水調査で、確認された魚類のうち，分布個体数が多

かった7'1)(イナダ)，イシダイ，メノ{)レ，ウマズラハ

ギ等は，底刺網では殆んど漁獲されない種類である。

これらは，日中には礁の内部や魚礁上部，周辺でも見

られており，網漁具でも多く漁J輩出来るはずの範囲で

ある。

岡本叫によれば，イシダイ，メバJレ，小型ウ7ズラ

ノ、ギ等の分布範囲を水平，鉛直方向とも20m以内とし

ている。また，大型のウマズラハギは，上下移動する

と報告している。よって，魚礁構造物の異いや流れ等

が;無関係ならば，魚獲の少ない理由がそこにあったと

考えられる。在お，ブリ(イナダ)は一時的に見られ

ることから，投網した時はすでに移動したか，魚礁よ

り高く浮上していたものと考えた方が妥当であろう。

クロソイやイシガレイ，メバルに空胃{固体が多く見

られることは先に述べたが，これらと対象的にアイナ

メは全ての個体で捕食が見られた。アイナメは日中，

魚礁内て守事かに遊泳，あるいは定位していたことから，

夜間には摂餌のため活発に動き出すと考えられる。ま

た，捕食生物の消化程度か進んでいなかったことから

判断して， 1寵網時間は朝方と推定される。そして，捕

食生物がカニ類や，小形魚類であったこと，権網位置

が魚礁の外側域で少なかったこと等から，魚礁域を餌

場にしているものと推定される。

このほか，漁獲した主要魚種の捕食生物は，アイナ

メ同様，小形魚類，エピ類，カニ類のほか，多毛類を

主とする環形動物が殆んどであり，その捕食生物は胃

中での消化がそれほど進んでいなかったことから判断

して，多くの魚類にとって，魚礁域治市耳の取れる良い

場所となっていたと考えられる。さらに，ヒラメ，メ

イタガレイ，イシガレイ，チダイ，マコガレイ，クロ

ソイ，アイナメ，スケソウダラ，マダイ，マサパ，ニ

ベ，マゴチ，ネズミゴチ，マエソ，クロウシノシタ，

ガンゾウピラメ，マトダイに熟卵をf寺った個体があっ

たこと，アイナメが1月に卵塊を魚礁に産み付けてい

た乙となど，魚種によっては人工礁を産卵の場にして

いたことカサ佐察される。

魚群分布調査から，魚探に現われた魚群の種類カ守佳

定されたもののうち，カタクチイワシ等のイワシ類は

人工礁や周辺の銚子，九十九里地域で、は，ほぼ全域で

見られる主要な魚類である。よって，魚礁との関には

特に密接な関係はない種類と考える。

一方，ウマズヲハギやメバルは，魚獲調査や潜水調

査からみて，魚礁に対し婿集性があったものと判断さ

れている。したがって，この2種類の魚探反応の位置

から判断すると，人工礁の集魚効果範囲は， (州事域か

ら外!fiIJ減へ向かつて200m以内程度と考えられ，先に述

べた漁獲魚種の擦網位置から推定した効果範囲と一致

している。また，礁とその付近に現われる魚群反応か

ら判断すると，魚礁最上部から高さ10m以内までの狭

い範囲が，浮魚類の婿集層と推定される。

魚群の鋼集構造について堺町は，魚礁で小形魚類を

餌とする目的で一時的に集まるプリ等を除くと，魚礁

而より約2mの範囲内が生活圏と見ている。しかし，こ

れには魚体の大きさ，潮流等により差があるとしてい

る。九十九里人工礁の場合でも，調査が日中に限られ

たこと，夜間には多くの魚類が活動す7ると思われるこ

と等を考え合せると，今後，さらに多くの調査を積み

重ねる必要がある。

要約

1 .九十九里人工礁の魚類とその位置を明らかにする

目的で漁獲調査，潜水調査，魚群分布調査を実施

した。

2 底刺網を使った漁獲調査から，メイタガレイ，ヒ

ヲメ，イシガレイ，チダイ等の魚類52種とタコ，



エピ，カニ類等7種類が擢網した。

3 .漁獲調査が進むにしたがって{団体数カサ骨加してい

った種類は特になかったが， 1国体数が減少，ある
いはまったく見られなくをった種類にムシガレイ，

ヒゲダイ，コショウダイ，マトダイ，マゴチ，メ

ゴチ等があった。

4.調査日毎の 1反当り擢網!固体数は，マイワシの3目

67尾が最大であった。また，月別の1反当り個体

数は， 1 ~ 2 月と 7~9 月，そして12月にメイタ

ガレイ 3月と 6月にマイワシ 4月と10月にチ

ダイ 5月にヒラメ， 11月にマコカ。レイ均ずそれそ'

れ最も多かったが，大半はメイタガレイで、あった。

5目 i創建総重量は約875kgであったが，最も多かったの

はヒラメの234kgであり，次いでチダイの160kg，

スズキの96kg，メイタガレイの80kg，イシガレイ

の75kg等であった。これら魚種の 1反当り重量は

1~2 月と 4~7 月にはヒラメで占められていた。

6.魚類の漁獲位置から，魚礁度大にイシダイ，メバ

jレ，オニオコゼ，中にはカワハギ，アイナメ，イ

シガレイ，メイタガレイ，マコガレイ，ヒラメ，

クロソイ， コ守マソイ，チダイ，メゴチ，マコ'チ，

クロダイ，クロウシノシタ，スズキ，エゾイソア

イナメ，小にはニベが含まれると考えられた。

7.魚礁の効果範囲は，権網位置から判断して水平方

向に200m，重要種からみれば100m以内，鉛i直方向

は魚群調査の魚探記録から判断して10m以内と考

えられた。

8.主要魚種における，胃中の捕食生物の消化程度が

進んでいないことから，魚礁域が餌場になってい

るものと考えられた。

9.ヒラメ，メイタガレイ，マコガレイ，チダイ，ク

ロソイ，アイナメ，スケソウダラ，マダイ，マサ

パ，ニベ，マゴチ，ネズミゴチ，マエソ，クロウ

シノシタ，ガンゾウヒラメ，マトダイに成熟個体

が認められた。また，アイナメが魚礁に卯塊を産

み付けていたことから，魚種によっては人工礁が

産卵の場になっていると推察された。

10.漁獲調査で入網しなかったマハタ，ネンブツダイ，

ブリ(イナダ)，マアジ，シマアジ等21種が潜水調

査で確認されたことにより，漁獲調査の結果と合

せ，九十九里人工礁には73種の魚類が生息してい

た。
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